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計画策定の背景と目的 ①

１ DX推進計画について
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・ 少子高齢化と人口減少の進行は、地域社会の担い手不足や経済活動の縮小にもつながる深刻な課題です。

地方自治体においても、行政ニーズが複雑化・多様化する一方、今後も職員数の減少や厳しい財政運営が見込まれる中、

行政サービスの維持そのものが困難にもなりかねません。

・ 限られた人員・資源で質の高いサービスを提供していくためには、既存の仕組みを抜本的に見直し、効率的かつ柔軟な

行政運営モデルへと転換を図ることが不可欠です。

そのため、デジタル技術を最大限に活用し、市民の利便性向上と持続可能なまちづくりを両立することが求められています。

・ 岩見沢市においては、これまで培ってきたICT基盤という「地域特性」があります。

これを最大限に活用し、市民・企業・大学等との連携のもと、豊かなくらしを支える「新時代のインフラ」として、 デジタルを

業務プロセスに融合させ、地域の価値を高めていかなければなりません。



計画策定の背景と目的 ②

１ DX推進計画について
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・ 岩見沢市DX推進計画は、理念となる「基本計画」と具体策を定めた「実施計画」により構成されます。

・ 地域の「くらし」と「産業」をデジタルで支え、市民と企業、行政がつながり、ともに地域課題を解決する、デジタルが

「あたりまえ」の基盤となる地域社会を目指します。

基本計画：マスタープラン 実施計画：アクションプラン

岩見沢市DX推進計画

DX推進の基本理念や基本方針、重点項目を

示す「基本計画」として策定し、行政や地域社

会で取組みを進める共通の指針とします。

個別の具体的な施策や事業については、

「実施計画」において整理し、計画的に推進

を図ります。

今回、素案とりまとめ 本年度より策定に着手



計画の位置付けと期間

1 DX推進計画について
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・ DXに係る個別計画として、「総合計画」の実現に向け、国や北海道、市の関連計画との整合を図りながら取り組みます。

・ 計画期間（案） 基本計画 令和８年度～令和12年度

・ 計画期間（案） 実施計画 令和９年度～令和12年度

岩
見
沢
市

総合戦略

整合

国

行政改革大綱

整合
整合

連動

岩見沢市総合計画

連動

整合・反映

北
海
道

デジタル社会の実現に向けた重点計画

整合・反映

自治体DX推進計画 北海道Society5.0推進計画

整合・反映

岩見沢市DX推進計画（実施計画）

岩見沢市DX推進計画（基本計画）



1 DX推進計画について

4

計画の全体像

データ利活用の推進と強固
なセキュリティの確保

A-2
デジタルを活用した市民
生活の質の向上

B-2
情報システムの効率的な
整備

C-2
DX推進体制とガバナンス
の構築

A-3 地域経済の活性化と共創 C-3

デジタル人材の確保・育成

重点項目A 重点項目B 重点項目C

くらしと産業のDX 行政事務のDX DXをささえる共通基盤の整備

A-１
市民サービスの変革
（フロントヤード改革）

B-１
行政運営の変革
（バックヤード改革）

C-１

くらしと産業をささえる　いわみざわDX

基
本
方
針

デジタルでつなぐ
スマート社会の実現

持続可能な
デジタル市役所の推進

地域社会と行政運営を支える
体制・基盤の整備

 
実
施
計
画

岩
見
沢
市
D
X
推
進
計
画

基
本
理
念

重
点
項
目

基
本
計
画



基本理念／基本方針

2 基本計画について
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本計画では、DXを単なるツールの導入ではなく、「市民一人ひとりの幸せを支える基盤」と定義しています。デジタル技術

を活用することで、行政の壁をなくし、市民と地域、便利につながる仕組みを構築するとともに、第6期岩見沢市総合計画が

掲げる「健康経営都市」をデータとテクノロジーの力でより確かな、実感できるものへと進化させます。

この実現に向け、本計画では「基本理念」と「3つの基本方針」を設定します。

くらしと産業をささえる いわみざわＤＸ

デジタルでつなぐスマート社会の実現１

持続可能なデジタル市役所の推進２

地域社会と行政運営を支える体制・基盤の整備３

岩見沢市のDX推進は、デジタル技術そのもの

を目的とするのではなく、市民の「くらし」と地域

の「産業」がデジタルによって力強く支えられ、

日々の生活や経済活動がより豊かに、より便利に

なることを大切に進めていきます。

行政手続きや各種サービスの利便性を徹底して

高めるとともに、地場産業の生産性向上や新たな

価値創造をデジタルで後押しすることで、地域経

済の持続的な発展を図ります。

また、市民・企業・行政がデジタルを通じて自然

につながり、日常の困りごとや地域課題を共に考

え、解決していくことで、デジタルが特別なもの

ではなく、くらしと産業のあらゆる場面で役立つ

「あたりまえ」の基盤となる社会の実現を目指し

ます。



重点項目

2 基本計画について
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3つの基本方針を実現するため、次の重点項目について取り組みます。

※重点項目に掲げる各施策については、今後策定する「実施計画」で具体化していきます。



3 スケジュール
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調査・ヒアリング・整理等

基本計画の素案とりまとめ

市議会（総務常任委員会）説明

市民パブリックコメント

回答・内容整理

基本計画の完成・公表

市民ワークショップの実施

実施計画の素案とりまとめ

市議会（総務常任委員会）説明

パブリックコメント

実施計画の完成・公表

2026年度 2027年度

実

施

計

画

基

本

計

画

2025年度


